
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査の概要 
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調査のあらまし 

 

１  調査の目的 

県民の行政一般についての意識やさまざまな施策についての意見・要望を明らかにすることに

より，今後の県政運営のための基礎資料とする。 

 

２  調査の設計 

（1） 調査地域  広島県全域 

（2） 調査対象  県内在住の満 18 歳以上の県民 

（3） 標本数    ２，０００   広島地方生活圏 １，０００ 

                    備後地方生活圏   ６００ 

                    備北地方生活圏   ４００ 

（4） 抽出方法  層化２段無作為抽出法 

（5） 調査方法  郵送による調査票の配付 

 郵送回答とインターネット回答の併用 

 督促状２回発送 

（6） 調査時期  令和 2 年 9 月 1 日～令和 2 年 9 月 18 日 

（7） 調査機関  株式会社 ミィ・オフィス 

 

３  回収結果 

    

  

区　　分 標本数 総回収数 有効回答数 有効回答率
＜参考＞イ ンターネット回答数

（ イ ンターネット回答の割合）

広島地方生活圏 1,000 632 632 63 .2% 119（18 .8％）

備後地方生活圏 600 370 370 61 .7% 55（14 .9％）

備北地方生活圏 400 270 270 67 .5% 28（10 .4％）

計 2,000 1 ,272 1 ,272 63 .6% 202（15 .9％）

※調査期間外に回収した件数及び無効票を除く
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１ 母 集 団 広島県内の市町に居住する満18歳以上の県民

２ 標 本 数 2,000

３ 地 点 数 市部　91地点

町部　 9地点 計　100地点

４ 抽 出 方 法 層化２段無作為抽出方法

（1） 層化 広島，備後，備北の３生活圏それぞれについて，市町の規模により

４グループ（人口10万人以上，10万人未満，１万人以上，１万人未満）に

分類し，層とした。

（注）母集団は平成27年国勢調査を基に推計したもの

（2） 標本数の配分 ３生活圏それぞれに与えられた標本数（広島1,000，備後 600，

備北 400）を生活圏別に層化した各グループの規模の大きさにより，

比例配分した。

（3） 抽出 ア 第１次抽出単位となる調査地点として，平成27年国勢調査時に

設定された調査区（国勢調査区）を使用した。

イ 調査地点数については，１調査地点あたりの標本数が20になるように，

各層に割り当てられた標本数から算出し決めた。

ウ 調査地点数の抽出は，抽出地点数が２地点以上割り当てられた市町に

ついては，次の式により抽出間隔を算出し，等間隔抽出法で抽出した。

エ 抽出に際して，各層内における市町の配列順序は，平成27年国勢

調査における「市町村コード一覧」の配列順序に従った。

オ 抽出調査地点における対象者の抽出は，調査地点（町・丁目・街区・

番地等を指定）内から，選挙人名簿により等間隔抽出法で抽出した。

カ 以上の作業の結果得られた生活圏別の標本数調査地点は次の通りである。

【各市区町で最低20人抽出するための調整後】

人口10万人以上の都市 ・・・（広島）　広島市，呉市，東広島市，廿日市市　（備後）　尾道市，福山市

人口10万人未満の都市 ・・・（広島）　竹原市，大竹市，安芸高田市，江田島市　（備後）　三原市，府中市

（備北）　三次市，庄原市

人口1万人以上の町 ・・・・・・（広島）　府中町，海田町，熊野町，坂町，北広島町　（備後）　世羅町

人口1万人未満の町 ・・・・・・（広島）　安芸太田町，大崎上島町　（備後）　神石高原町

市町における国勢調査区分

市町における調査地点数
＝ 抽出間隔

人口10万人
以上の都市

人口10万人
未満の都市

人口1万人以
上の町

人口1万人未
満の町

計

推定母集団 1,730,399 108,118 135,140 14,464 1,988,121

標本数 780 80 100 40 1,000

調査地点数 39 4 5 2 50

推定母集団 603,437 136,263 16,337 9,217 765,254

標本数 460 100 20 20 600

調査地点数 23 5 1 1 30

推定母集団 0 90,615 0 0 90,615

標本数 0 400 0 0 400

調査地点数 0 20 0 0 20

推定母集団 2,333,836 334,996 151,477 23,681 2,843,990

標本数 1,240 580 120 60 2,000

調査地点数 62 29 6 3 100

広島地方生活圏

備後地方生活圏

備北地方生活圏

計

サンプル設計 
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抽 出 調 査 地 点 数 一 覧 

 

 

 

生活圏 標本数 生活圏 標本数

広 島 市 中 区 (3地点) 60 三 原 市 (3地点) 60

東 区 (3地点) 60

南 区 (3地点) 60 尾 道 市 (5地点) 100

西 区 (4地点) 80

安 佐 南 区 (5地点) 100 福 山 市 (18地点) 360

安 佐 北 区 (3地点) 60

安 芸 区 (2地点) 40 府 中 市 (2地点) 40

佐 伯 区 (3地点) 60

世 羅 郡 世 羅 町 (1地点) 20

(26地点) 520

呉 市 (6地点) 120 神 石 郡 神石高 原町 (1地点) 20

竹 原 市 (1地点) 20

大 竹 市 (1地点) 20 (30地点) 600

東 広 島 市 (4地点) 80

廿 日 市 市 (3地点) 60 三 次 市 (12地点) 240

安芸高 田市 (1地点) 20

江 田 島 市 (1地点) 20 庄 原 市 (8地点) 160

安 芸 郡 府 中 町 (1地点) 20

海 田 町 (1地点) 20

熊 野 町 (1地点) 20

坂 町 (1地点) 20

山 県 郡 安芸太 田町 (1地点) 20

北 広 島 町 (1地点) 20

豊 田 郡 大崎上 島町 (1地点) 20

(20地点) 400

(50地点) 1,000 (100地点) 2,000

広
　
島
　
地
　
方
　
生
　
活
　
圏

抽 出 調 査 地 点

計

備
後
地
方
生
活
圏

合　計

計

抽 出 調 査 地 点

小　計

計

備
北
地
方
生
活
圏
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対象者の属性 

 

 

  

有効
回答数

比 率
有効

回答数
比 率

有効
回答数

比 率
有効

回答数
比 率

1,272 100.0 632 100.0 370 100.0 270 100.0

男性 612 48.1 294 46.5 171 46.2 147 54.4

女性 660 51.9 338 53.5 199 53.8 123 45.6

18・19歳 15 1.2 8 1.3 5 1.4 2 0.7

20～29歳 85 6.7 47 7.4 24 6.5 14 5.2

30～39歳　 117 9.2 69 10.9 32 8.6 16 5.9

40～49歳　 192 15.1 109 17.2 54 14.6 29 10.7

50～59歳　 200 15.7 108 17.1 56 15.1 36 13.3

60～69歳　 247 19.4 116 18.4 64 17.3 67 24.8

70歳以上　 409 32.2 171 27.1 134 36.2 104 38.5

男性　18・19歳 8 0.6 3 0.5 4 1.1 1 0.4

　　　　20～29歳　 39 3.1 22 3.5 10 2.7 7 2.6

　　　　30～39歳　 53 4.2 32 5.1 14 3.8 7 2.6

　　　　40～49歳　 107 8.4 59 9.3 28 7.6 20 7.4

　　　　50～59歳　 91 7.2 48 7.6 17 4.6 26 9.6

　　　　60～69歳　 125 9.8 54 8.5 30 8.1 41 15.2

　　　　70歳以上　 185 14.5 74 11.7 67 18.1 44 16.3

女性　18・19歳 7 0.6 5 0.8 1 0.3 1 0.4

　　　　20～29歳　 46 3.6 25 4.0 14 3.8 7 2.6

　　　　30～39歳　 64 5.0 37 5.9 18 4.9 9 3.3

　　　　40～49歳　 85 6.7 50 7.9 26 7.0 9 3.3

　　　　50～59歳　 109 8.6 60 9.5 39 10.5 10 3.7

　　　　60～69歳　 122 9.6 62 9.8 34 9.2 26 9.6

　　　　70歳以上　 224 17.6 97 15.3 67 18.1 60 22.2

有業者（計） 738 58.0 390 61.7 186 50.3 162 60.0

　自営業主（農林水産業を含む） 118 9.3 49 7.8 28 7.6 41 15.2

　家族従業者 36 2.8 12 1.9 9 2.4 15 5.6

　会社などの役員 35 2.8 18 2.8 11 3.0 6 2.2

　正規の従業員・職員 366 28.8 207 32.8 88 23.8 71 26.3

　パート・アルバイト・派遣社員など 183 14.4 104 16.5 50 13.5 29 10.7

無業者（計） 482 37.9 221 35.0 172 46.5 89 33.0

　主婦・主夫 190 14.9 91 14.4 64 17.3 35 13.0

　学生 29 2.3 15 2.4 10 2.7 4 1.5

　無職 263 20.7 115 18.2 98 26.5 50 18.5

その他 38 3.0 16 2.5 8 2.2 14 5.2

備北地方生活圏

性
 
・
 

年
　
代
　
別

職
　
業
　
別

区分

性
別

年
　
代
　
別

全県

備後地方生活圏全県 広島地方生活圏



- 5 - 

 

 

 

 

 

1 結果は百分比で表示した。文中及び数表，グラフは小数点第２位を四捨五入したため，合計が 100.0％ 

に過不足することがある。 

 

2 規正標本数は，県全体での回答を求める場合，各生活圏の抽出率の差を調整するため，備北地方生活圏の 

抽出率を基準として次の方式によって算出した係数を回収数に乗じた加重数値である。 

 

 

 

● （６３２×９．３７）＋（３７０×６．１６）＋２７０＝８，４７１・・回答割合の分母 

● 質問文の末尾の（Ｍ．Ａ．）とあるのは Multiple Answers の略で，回答者に２つ以上の回答を認めた質問で

あることを示している。 

備北の回収数 広島の母集団数
(270) （1988121）

備北の母集団 広島の回収数
（90615） （632）

備北の回収数 備後の母集団数
(270) （765254）

備北の母集団 備後の回収数
（90615） （370）

③備北地方生活圏の係数 ・・ 1.00

②備後地方生活圏の係数 6.16・・ × ＝

・・ ×①広島地方生活圏の係数 ＝ 9.37

報告書の見方 


